大会における注意事項

　１　会場の開館は原則８時３０分です。
　２　会場の駐車場については、駐車スペースに限りがありますのでご注意ください。
バスの駐車については別紙（13バス駐車場について）を参照ください。
  ３　全試合、体育館で実施しますので体育館専用シューズを用意し、履き替えてください。
　４　選手の更衣は必ず更衣室でお願いします。
　５　更衣室には荷物や貴重品を放置せず、各チームで責任を持って管理してください。

  ６　ウォーミングアップについては別紙（09会場使用協力依頼）を参照ください。
　７　館内でのビデオ撮影におけるコンセントの使用は禁止です。充電は宿舎でお願いします。
　８　部旗・垂れ幕等は、観客席の手すりに紐で固定してください。ゴールエリア後方には設置しないでください。試合終了後はすみやかに片付けてください。
　９　体育館フロアでの飲食は一切禁止です。ただし、観客席での飲食及びベンチのシート上での水分補給は可能です。なお、ゴール後方での水分補給は禁止します。
１０　ゴミは各チームですべて持ち帰ってください。
１１　喫煙場所はありません。ご協力お願いいたします。
１２　けが等による緊急事態が発生した場合は、すぐに大会本部（京都府役員）へ連絡してください。
      （本部から各会場事務所・緊急医療機関へ手配します。）
１３　チームの応援はマナーを守ってクリーンな態度で行ってください。
１４　会場への電話での問い合わせは（試合時間・試合結果など）ご遠慮ください。
１５　大会中は松ヤニ・粘着スプレーの使用は厳禁。両面テープのみ使用を許可します。試合開始前のメンバーチェックの際に、松ヤニ・粘着スプレーが手のひらや指に付いている場合は、取り除いたことを確認した後、参加を認めます。

試合中にこれらの使用がわかった場合は、その選手を失格とします。
１６　ユニホームは必ず濃淡２色を用意してください。また、ゴールキーパーとコートプレーヤーが見誤るような反対色の柄は避けてください。なお、チーム役員は、相手チームのコートプレーヤーとはっきり区別できる色の服装とします。
１７　アンダーウェアは、着用してユニホームの外に出るようであれば、ユニホームの基調色と同色のアンダーウェアを着用してください。靴下に関しては、色とおおよその形は、チームで統一してください。コンプレッションソックスを使用する場合、靴下と同色にしてください。
１８　プロミスリング（手首のお守り）・ピアス・ヘアーピン等の装着は禁止します。
１９　腰部コルセットはユニホームの下に着用してください。
２０　サポーター等にメーカーロゴが、規定以上に表記されているグッズの着用は認められません。また、固い部分がむき出しになっているものについては使用できません。固い部分がすべて柔らかいもので覆われており、相手に危害を加えないと判断できれば使用を認めます。顔面（フルフェース）マスクは、いかなる素材であっても許可しませんが、柔らかい材質による眼鏡タイプ及びゴーグルタイプの使用は認めます。尚、形状に疑問がある場合は代表者会議にて審判長に許可を得てください。
２１　ベンチへのメガホンの持ち込みはできません。
２２　ベンチ入りに際して役員４名および選手は、日本ハンドボール協会に登録され、大会申込書およびプログラムに記載されたものであり、なおかつ日本協会登録証を持っていることとします。
２３　使用球について男子はミカサHB3000・モルテンH3X4000、女子はミカサHB2000・モルテンH2X4000を使用します。

２４　試合前の挨拶は、コート中央にサイドラインと平行に横一列に並び、観客・ベンチに対して礼をして始めます。試合終了後は、コート中央にサイドラインと平行に並び試合前と同様に挨拶を行います。
２５　ベンチでタブレット等を使用しての撮影はできませんが、それ以外の使用や通信は可能です。
